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国際協力の軍事化に
歯止めを
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ア
ジ
ア
を

戦
争
に
巻
き
込
む
Ｏ
Ｓ
Ａ

今
井
高
樹
／
い
ま
い
・
た
か
き

前
Ｎ
Ｇ
Ｏ
非
戦
ネ
ッ
ト
運
営
委
員

C o n t e n t s

　インドネシア、東ヌサ・トゥンガラ州は多くの
島々から成り、豊かな織物文化で知られていま
す。島ごとはもとより、同じ島の地域ごとでも
違いがあり、多彩なモチーフや色使い、技法が
みられます。織物は儀礼に欠かせないことはも
ちろんですが、「織物は預金だ」という表現を
耳にしたことが何度もあります。緊急時に家庭
を支えるものでもあるのです。この布は世界中
が直面したコロナ禍の最中に購入したものです。
皆が家に籠るしかなかった頃、布好きの友人か
ら「スンバ島の布を買わないか？」とメッセー
ジが入りました。現金収入が減り困難にある織
り手たちの織物を集めて販路を探している島の
友人がいるということでした。自然染色、現地
でパヒクンとよばれる浮織りの技法を用いた手
織りの作品で、ユニークな人の模様は王様だと
いうことです。（松村多悠子）
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10 【Topics】
01-台湾・深溝村訪問記
―「半農」生活を可能にする村◎安藤丈将

02-芝園団地に住んで◎小川二美子

12 【PtoP“最前線”】
史上最高値を記録したコーヒー価格
―2024年コーヒー生産の背景◎荻沼民

14 【Voice from APLA partners】
From Papua, Indonesia
インドネシア・パプア州
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聞
き
な
れ
な
い
け
ど
、
Ｏ

Ｓ
Ａ
っ
て
い
っ
た
い

何
？
」
そ
う
感
じ
る
方

が
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

Ｏ
Ｓ
Ａ（
政
府
安
全
保
障
能
力
強
化
支

援
：O

ffi
cial Security A

ssistance

）
と

は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
の
政
策
を
大

転
換
し
、
途
上
国
に
武
器
を
無
償
で

援
助
す
る
仕
組
み
で
す
。
石
破
首
相

の
２
０
２
５
年
１
月
の
マ
レ
ー
シ
ア
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
訪
問
、
４
月
の
ベ
ト

ナ
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
訪
問
の
全
て
に

台
湾
で
の
生
活
か
ら
感
じ
た
こ
と

吉
澤
真
満
子
／
よ
し
ざ
わ
・
ま
み
こ

㈱
オ
ル
タ
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
広
報
室

55

２
０
２
４
年
、
家
族
の
都

合
に
よ
り
、
台
湾
で
一

年
間
生
活
し
ま
し
た
。

台
湾
生
活
で
の
数
あ
る
発
見
か
ら
い

く
つ
か
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
自
分
で
も
意
外
だ
っ
た
の

が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
の
類
似
性
を
よ

く
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。
雨
が
上
が

っ
た
後
の
空
気
や
匂
い
、
下
町
の
雰

囲
気
、
山
に
霧
が
か
か
る
風
景
な

ど
、
北
部
ル
ソ
ン
の
バ
ラ
ン
ゴ
ン
バ

ナ
ナ
生
産
地
を
訪
ね
た
時
の
情
景
と

つ
い
て
聞
く
こ
と
は
日
本
で
も
あ
ま

り
な
い
な
と
思
い
つ
つ
、
日
常
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
も
ジ

ェ
ン
ダ
ー
の
壁
が
低
い
こ
と
が
台
湾

な
ら
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
10
月
に
は
中
国
が
台

湾
海
峡
周
辺
で
大
規
模
な
軍
事
演
習

を
し
ま
し
た
。
日
常
的
に
地
元
テ
レ

ビ
や
新
聞
か
ら
は
あ
ま
り
情
報
を
と

っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
日
本
か
ら

大
丈
夫
か
と
心
配
す
る
連
絡
を
も
ら

っ
て
初
め
て
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
知
り

ま
し
た
。
そ
の
日
一
日
、
そ
の
こ
と

を
気
に
し
て
過
ご
し
て
い
ま
し
た
が
、

街
の
中
は
い
つ
も
通
り
で
緊
迫
し
た

空
気
も
な
く
、
そ
の
話
題
を
耳
に
し

ま
せ
ん
で
し
た
。
後
日
、
近
所
の
日

本
人
の
友
人
と
こ
の
こ
と
を
話
し
た

際
に
、
彼
女
も
日
本
か
ら
心
配
の
連

絡
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
。
台
湾
よ
り

い
ま
す
。
後
か
ら
知
っ
た
こ
と
と
し

て
、
彼
ら
は
共
通
の
言
語
ル
ー
ツ
を

持
ち
深
い
関
係
性
が
あ
る
と
の
こ
と
。

こ
れ
も
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
台
湾
の
距
離

の
近
さ
を
実
感
し
た
発
見
で
し
た
。

　

台
湾
は
２
０
１
９
年
５
月
に
同
性

婚
が
合
法
化
さ
れ
、
街
中
で
も
同
性

カ
ッ
プ
ル
が
普
通
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。
語
学
学
校
の
あ
る
日
の
授
業
で

の
こ
と
。「
彼
女
、
彼
氏
」
の
単
語

を
学
ん
だ
際
、
会
話
の
練
習
と
し
て

先
生
が
ベ
ト
ナ
ム
人
の
男
子
学
生
に

「
彼
女
は
い
ま
す
か
？
」

と
質
問
。
答
え
が
「
い

な
い
」
だ
っ
た
の
で
次

に
「
彼
氏
は
い
ま
す

か
？
」
と
続
け
て
質
問
。

聞
か
れ
た
彼
は
一
瞬
驚

い
て
「
い
な
い
！
」
と

返
事
。
同
性
の
相
手
に

重
な
り
ま
し
た
。
台
湾
に
は
16
の

先

〈
注
〉

住
民
族
が
い
ま
す
が
、
彼
ら
の
民

族
衣
装
、
踊
り
な
ど
の
文
化
も
北
部

ル
ソ
ン
の
先
住
民
族
に
と
て
も
似
て

日
本
の
報
道
の
方
が
大
き
く
取
り
扱

わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
に

な
り
ま
し
た
。
台
湾
と
中
国
の
間
に

緊
張
関
係
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。

実
際
に
毎
年
防
空
演
習
が
あ
る
な
ど
、

有
事
に
備
え
て
い
ま
す
が
、
市
民
が

割
と
冷
静
に
状
況
を
見
て
い
る
こ
と
、

お
互
い
に
ビ
ジ
ネ
ス
が
活
発
で
あ
る

こ
と
、
台
湾
の
多
く
の
人
が
元
々
は

大
陸
か
ら
の
移
住
者
で
、
家
族
が
中

国
に
い
る
人
も
い
る
な
ど
、
市
民
の

目
線
で
の
中
台
の
関
係
も
垣
間
見
ま

し
た
。

　

今
は
ネ
ッ
ト
で
何
で
も
情
報
を
取

れ
る
時
代
で
す
が
、
や
は
り
実
体
験

を
伴
っ
て
、
自
分
な
り
に
世
界
を
見

る
目
を
養
う
こ
と
の
大
切
さ
や
お
も

し
ろ
さ
を
再
確
認
す
る
台
湾
滞
在
と

な
り
ま
し
た
。
■

お
い
て
、
首
脳
会
談
で
主
な
議
題
に

な
っ
た
の
が
Ｏ
Ｓ
Ａ
で
し
た
。
私
た

ち
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
、
Ｏ
Ｓ
Ａ

は
日
本
の
外
交
・
防
衛
の
主
要
政
策

と
し
て
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
は
戦
後
一
貫
し
て
「
平
和
国

家
」
の
理
念
を
掲
げ
、（
自
衛
隊
の
海

外
派
遣
な
ど
多
く
の
逸
脱
は
あ
っ
た
も
の

の
）非
軍
事
的
な
手
段
で
の
国
際
協

力
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
１
９
７
０

年
代
に
は
「
武
器
輸
出
三
原
則
」
に

よ
っ
て
武
器
輸
出
が
禁
止
さ
れ
、
Ｏ

Ｄ
Ａ（
政
府
開
発
援
助
）
に
お
い
て
は

　トランプ政権による米国際開発局（USAID）の廃止が発表され、対外
援助に関する議論がにわかに熱を帯びています。日本はといえば、国会
議論もなく、有権者にもほとんど知らされないなかで、国際協力の政策
が大きく転換しつつあります。その中心にあるのが政府安全保障能力
強化支援（OSA）。本特集では、OSAの全体像についてお伝えすると同
時に、APLAの活動地でもあるフィリピンとインドネシアへの「軍事援
助」が何をもたらすのか、現地の状況についてもお届けします。（編集部）

特 集

国際協力の
軍事化に
歯止めを

〈
注
〉台
湾
で
は「
原
住
民
」と
い
う
。

１
９
９
０
年
代
に
「
Ｏ
Ｄ
Ａ
大
綱
」

（
そ
の
後
「
開
発
協
力
大
綱
」
に
改
称
）が

定
め
ら
れ
、
紛
争
助
長
に
つ
な
が
る

援
助
を
行
わ
な
い
「
非
軍
事
原
則
」

が
明
記
さ
れ
ま
す
。

　

し
か
し
２
０
１
４
年
の
武
器
輸
出

解
禁
、
２
０
１
５
年
の
安
保
法
制
の

あ
た
り
か
ら
、
そ
う
し
た
国
の
方
針

は
大
き
く
変
化
し
ま
す
。

　

Ｏ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
は
２
０
１
５
年

の
「
開
発
協
力
大
綱
」
改
定
で
「
非

軍
事
原
則
」
の
考
え
方
が
後
退
し
、

災
害
救
助
な
ど
の
目
的
で
相
手
国
の

軍
に
対
す
る
援
助
が
解
禁
さ
れ
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
政
府
に
と
っ
て
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
部
分
的
な
変
更
で
は
不
十
分
だ
っ

た
よ
う
で
す
。
こ
の
時
期
、
日
本
は

イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
で
積
極
的
に
防

衛
協
力
を
進
め
、
自
衛
隊
の
艦
船
寄

港
や
軍
事
演
習
へ
の
参
加
、
相
手
国

へ
の
能
力
構
築
支
援
と
い
っ
た
海
外

活
動
が
増
加
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、

寄
港
す
る
相
手
国
の
軍
港
を
整
備

し
た
い
、
能
力
構
築
支
援（
自
衛
隊

が
相
手
国
の
軍
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
）

の
た
め
装
備
を
支
援
し
た
い
、
長
期

的
な
協
力
関
係
を
構
築
す
る
た
め
に

武
器
を
支
援
し
た
い
、
等
々
の
「
ニ

ー
ズ
」
が
出
て
き
ま
す
。
そ
う
し

た
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
に
は
「
非
軍

事
」
を
タ
テ
マ
エ
と
す
る
Ｏ
Ｄ
Ａ
で

は
制
約
が
あ
り
、
ハ
ッ
キ
リ
と
軍
事

目
的
の
支
援
が
行
え
る
枠
組
み
が
必

要
と
さ
れ
た
の
で
す
。

「
安
保
三
文
書
」に
明
記
さ
れ
た

「
同
志
国
」支
援

　

そ
の
流
れ
を
受
け
て
、
２
０
２
２

年
12
月
の
「
安
保
三
文
書
」
で
は
、

「
同
志
国
の
安
全
保
障
上
の
能
力
・

抑
止
力
の
向
上
」
を
目
的
に
、
Ｏ
Ｄ

Ａ
と
は
別
の
枠
組
み
で
、
途
上
国
の

防
衛
装
備
品（
武
器
）や
軍
事
イ
ン
フ

ラ
へ
の
無
償
援
助
を
行
う
こ
と
が
明
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記
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
３
年
４
月

に
は
国
家
安
全
保
障
会
議
の
決
定
に

よ
り
「
Ｏ
Ｓ
Ａ
」
と
い
う
名
称
で
制

度
化
さ

〈
注
１
〉

れ
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
「
同
志
国
」
と
は
何
な

の
で
し
ょ
う
か
。
政
府
は
国
会
答
弁

で
「
あ
る
外
交
課
題
に
つ
い
て
同
じ

目
的
を
持
っ
た
国
」
と
説
明
し
て
い

ま
す
が
、
実
は
安
全
保
障
の
文
脈
で

し
か
「
同
志
国
」
と
い
う
用
語
は
使

わ
れ
て
お
ら
ず
、
中
国
に
対
抗
す
る

「
同
志
」で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

　

Ｏ
Ｓ
Ａ
導
入
の
背
景
と
し
て
、
米

国
の
戦
略
の
変
化
も
重
要
で
す
。
米

国
の
対
ア
ジ
ア
安
全
保
障
戦
略
は
、

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
い
う
集
団
安
保
体
制
が

存
在
す
る
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
は
異
な

り
、
米
国
が
日
本
、
韓
国
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
タ
イ
と
個
別
に
同
盟
関
係
を

結
ぶ
「
ハ
ブ
＆
ス
ポ
ー
ク
」
と
呼
ば

れ
る
も
の
で
し
た
。
し
か
し
バ
イ
デ

ン
政
権
下
で
は
、
米
国
の
国
力
の
低

下
を
背
景
に
、
ア
ジ
ア
の
国
々
が
相

互
に
防
衛
協
力
関
係
を
構
築
す
る

「
格
子
状
」
の
安
保
戦
略
が
打
ち
出

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
に
積
極
的
に
乗
っ

た
の
が
日
本
で
す
。
だ
か
ら
岸
田
前

首
相
、
石
破
首
相
は
東
南
ア
ジ
ア
諸

国
へ
の
訪
問
を
繰
り
返
し
、
Ｏ
Ｓ
Ａ

な
ど
を
通
じ
た
防
衛
協
力
に
躍
起
に

な
っ
て
い
ま
す
。

対
象
国
、予
算
が
急
速
に
拡
大

　

Ｏ
Ｓ
Ａ
の
対
象
国
、
予
算
、
そ
し

て
供
与
さ
れ
る
装
備
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

制
度
開
始
の
２
０
２
３
年
度
は
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
バ
ン

グ
ラ
デ
シ
ュ
、
フ
ィ
ジ
ー
に
計
20
億

円
、
２
年
目
と
な
る
２
０
２
４
年
度

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ジ
ブ
チ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
モ
ン
ゴ

ル
に
計
50
億
円
の

規
模
で
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
３
年
目

の
２
０
２
５
年
度

は
、
予
算
80
億
円
、

報
道
に
よ
れ
ば
対

象
国
は
す
で
に
実

績
が
あ
る
フ
ィ
リ

ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
加
え
、
タ
イ
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
パ

プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ト
ン
ガ
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
中
国
を
意
識

し
た
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
に
、
太
平

洋
島
嶼
国
、
南
ア
ジ
ア
、
そ
し
て
自

衛
隊
の
海
外
拠
点
が
あ
る
ジ
ブ
チ
と

い
っ
た
国
々
が
対
象
で
す
。

　

供
与
さ
れ
る
装
備
品
は
、
２
０
２

３
年
度
、
２
０
２
４
年
度
は
警
戒
監

視
の
た
め
の
レ
ー
ダ
ー
や
船
艇
が
中

心
で
し
た
。
２
０
２
５
年
度
は
こ
れ

ら
に
加
え
て
海
上
監
視
用
の
ド
ロ
ー

ン
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
務
省
は
、
殺
傷
性
の
あ
る
装

備（
武
器
）の
供
与
は
行
っ
て
お
ら
ず
、

紛
争
を
助
長
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
今

後
、
銃
器
な
ど
の
武
器
を
供
与
す
る

可
能
性
を
否
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
、
そ
れ
自
体
に
殺
傷
性
は
な
く
と

も
、
警
戒
監
視
レ
ー
ダ
ー
や
海
上
監

視
用
ド
ロ
ー
ン
は
軍
事
作
戦
に
使
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
紛
争
を
助
長
す

る
こ
と
が
大
い
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

Ｏ
Ｓ
Ａ
を
通
じ
て
自
衛
隊
の
活
動

も
拡
大
し
ま
す
。
石
破
首
相
の
フ
ィ

リ
ピ
ン
訪
問
で
は
、
相
互
に
軍
事
情

報
を
共
有
す
る
た
め
軍
事
情
報
包
括

保
護
協
定（
Ｇ
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
Ａ
）
の
締
結

が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
Ｏ
Ｓ
Ａ
で
レ

ー
ダ
ー
を
供
与
す
れ
ば
、
情
報
共
有

を
通
じ
て
自
衛
隊
の
レ
ー
ダ
ー
網
が

海
外
に
広
が
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

Ｏ
Ｓ
Ａ
に
反
対
す
る

Ｎ
Ｇ
Ｏ
非
戦
ネ
ッ
ト
の
声
明

　

国
際
協
力
の
軍
事
化
と
も
い
え
る

Ｏ
Ｓ
Ａ
に
対
し
て
、
２
０
０
０
年
代

か
ら
「
非
戦
」
の
声
を
上
げ
て
き
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
非
戦

ネ
ッ
ト
は
、
当
初
か
ら
反
対
の
意
思

表
示
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
２

３
年
６
月
に
出
し
た
声〈

注
２
〉明で

は
、
以

下
の
4
つ
の
理
由
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

⑴「
非
軍
事
原
則
」を
放
棄
し
、平
和

国
家
と
し
て
の
信
頼
が
失
わ
れ
る

　

海
外
の
現
場
、
特
に
紛
争
地
で
活

動
す
る
日
本
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
欧
米
の

よ
う
な
軍
事
的
な
介
入
を
行
わ
な
い

日
本
な
ら
信
頼
で
き
る
、
と
い
う
現

地
の
声
を
聞
く
こ
と
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
の
信
頼
に
よ
っ
て
自
分

た
ち
の
活
動
や
自
分
の
身
が
守
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
る
場
面
に
、
私
も
遭

遇
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
非
軍

事
原
則
」
の
放
棄
は
、
日
本
の
資
産

と
も
い
え
る
国
際
社
会
で
の
信
頼
を

自
ら
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

⑵
覇
権
争
い
に
加
担
し
、国
際
的
な

緊
張
を
エ
ス
カ
レ
ー
ト
さ
せ
る

　

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
多
く
は
、
米

中
の
ど
ち
ら
と
も
良
好
な
関
係
を
保

ち
、
無
理
に
ど
ち
ら
か
の
「
陣
営
」

に
は
入
ら
な
い
と
い
う
ス
タ
ン
ス
を

取
っ
て
い
ま
す
。
Ｏ
Ｓ
Ａ
を
テ
コ
に

中
国
に
対
抗
す
る
「
同
志
国
」
に
加

え
よ
う
と
す
る
の
は
、
そ
う
し
た

国
々
に
と
っ
て
迷
惑
で
も
あ
り
、
地

域
の
緊
張
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
東
南
ア
ジ
ア
の
中
で
、

際
立
っ
て
米
国
寄
り
の
ス
タ
ン
ス
を

取
っ
て
い
る
の
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
す
。

南
シ
ナ
海
で
の
中
国
と
の
領
有
権
争

い
が
過
熱
す
る
な
か
、
日
本
は
フ
ィ

リ
ピ
ン
に
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
大
型
巡
視
船
、

Ｏ
Ｓ
Ａ
で
レ
ー
ダ
ー
や
高
速
ゴ
ム
ボ

ー
ト
を
供
与
す
る
な
ど
、
中
国
に
対

峙
す
る
た
め
の
防
衛
装
備
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

 

し
か
し
、
も
し
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
中

国
と
の
軍
事
衝
突
が
起
き
た
ら
、
日

本
は
ど
う
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
手

を
出
す
こ
と
は
到
底
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。
日
本
に
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
権
益

を
本
気
で
守
る
気
が
あ
る
の
で
は

な
く（
で
き
な
い
の
は
わ
か
っ
て
い
る
）、

南
シ
ナ
海
の
争
い
を
泥
沼
化
さ
せ
て

中
国
を
消
耗
さ
せ
る
こ
と
が
、
Ｏ
Ｓ

Ａ
を
は
じ
め
フ
ィ
リ
ピ
ン
支
援
の
目

的
に
な
っ
て
い
る
と
し
か
考
え
よ
う

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

Ｏ
Ｓ
Ａ
で
供
与
し
た
武
器
が
そ
の

国
の
治
安
弾
圧
に
使
わ
れ
る
こ
と
も

深
刻
な
懸
念
材
料
で
す
。
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
は
、
鉱
山
開
発
を
は
じ
め
政
府

の
政
策
に
反
対
す
る
住
民
に
対
し
て

武
力
に
よ
る
弾
圧
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
今
後
供
与
の
中
心
と
な
る
ド

ロ
ー
ン
が
、
住
民
監
視
な
ど
に
使
わ

れ
る
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

⑶
日
本
の
防
衛
産
業
を
武
器
購
入
に

よ
り
支
援

　

防
衛
産
業
に
と
っ
て
Ｏ
Ｓ
Ａ
は
、

生
産
し
た
武
器
を
日
本
政
府
が
買
い

取
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
も
の
で
す
。

大
き
な
支
援
策
で
あ
り
、
戦
争
の
で

き
る
国
づ
く
り
が
一
層
進
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。

効
性
に
疑
問
符
が
つ
き
ま
す
。

「
Ｏ
Ｓ
Ａ
は
市
民
と
の
協
議
に

な
じ
ま
な
い
」の
か
？

　

Ｏ
Ｓ
Ａ
導
入
後
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
非
戦
ネ

ッ
ト
は
４
回
に
わ
た
り
国
会
議
員
会

館
に
て
報
告
会
を
開
催
し
、
議
員
や

市
民
に
対
し
て
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
問
題
点
を

訴
え
て
き
ま
し
た
。
う
ち
２
回
は
外

務
省
の
担
当
者
を
招
い
て
意
見
交
換

を
行

〈
注
３
〉

い
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
の
場
に
お
い
て
、
外
務

省
は
「
社
会
経
済
開
発
を
行
う
Ｏ
Ｄ

Ａ
と
は
異
な
り
、
軍
の
運
用
に
関
わ

る
Ｏ
Ｓ
Ａ
は
広
く
一
般
か
ら
意
見
聴

取
す
る
形
式
に
は
な
じ
ま
な
い
」
と

の
認
識
を
示
し
て
い
ま
す
。

⑷
国
会
議
論
も
な
く
、今
後
も
監
視

の
目
が
届
か
な
い

　
「
安
保
三
文
書
」
と
同
じ
く
、
Ｏ

Ｓ
Ａ
の
導
入
も
国
会
で
の
議
論
を
経

ず
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
施
段
階
に
お
い
て
は
、
政
府
が

発
表
し
た
Ｏ
Ｓ
Ａ
の
「
実
施
方
針
」

に
「
情
報
公
開
」
や
「
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
外
務
省
の
担
当
者
は
、
相
手

国
と
の
関
係
に
よ
り
情
報
公
開
に
は

制
約
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
ま
す
。

日
本
政
府（
現
地
大
使
館
）に
よ
る
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
結

果
が
相
手
国
と
の
関
係
に
よ
り
十
分

に
開
示
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
実

　

Ｏ
Ｓ
Ａ
に
よ
っ
て
戦
争
の
リ
ス
ク

が
高
ま
り
、
治
安
弾
圧
の
脅
威
が
増

せ
ば
、
影
響
を
受
け
る
当
事
者
は
相

手
国
と
日
本
の
市
民
で
す
。「
軍
事

に
か
か
わ
る
こ
と
は
市
民
の
意
見
を

聞
か
な
く
て
よ
い
」
と
い
う
物
言
い

に
惑
わ
さ
れ
ず
、
当
事
者
と
し
て
も

っ
と
声
を
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■

NGO非戦ネット主催OSA報告会（2024年9月、衆議院議員会館）

〈
注
１
〉 

外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト「
政
府
安
全
保
障
能
力
強
化

支
援
」

https://w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/fp/ipc/

page4_005828.htm
l

〈
注
２
〉
Ｎ
Ｇ
Ｏ
非
戦
ネ
ッ
ト
声
明
：
国
際
協
力
の「
非
軍
事

原
則
」を
否
定
す
る
軍
事
援
助 

「
政
府
安
全
保
障
能

力
強
化
支
援（
Ｏ
Ｓ
Ａ
）」に
反
対
し
ま
す

http://ngo-now
ar.org/2023/06/02/osa_

opstate_20230601/

〈
注
３
〉２
０
２
５
年
２
月
12
日　

Ｏ
Ｓ
Ａ（
政
府
安
全
保
障

能
力
強
化
支
援
）に
関
す
る
意
見
交
換
会

http://ngo-now
ar.org/2025/03/05/repo

rt_osa_op_ex_m
tg_2025012/

外務省のOSA広報インフォグラフィック（外務省フェイスブッ
クより）

大
国
の
捨
て
駒
に
は
な
ら
な
い
！ 

大
橋
成
子
／
お
お
は
し
・
せ
い
こ

グ
リ
ー
ン
コ
ー
プ
共
同
体
顧
問

Philippines

フ
ィ
リ
ピ
ン

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
西
南
に
位

置
す
る
ス
プ
ラ
ト
リ
ー

諸
島（
南
沙
諸
島
）。
豊

富
な
海
洋
資
源
に
恵
ま
れ
た
こ
の
海

域
は
、
長
年
、
周
囲
の
中
国
・
台
湾
・

後
も
地
位
協
定
を
存
続
し
、「
台
湾

有
事
」
が
喧
伝
さ
れ
た
２
０
２
３
年
、

ス
プ
ラ
ト
リ
ー
諸
島
に
面
す
る
パ
ラ

ワ
ン
島
や
台
湾
に
近
い
ル
ソ
ン
島
北

部
な
ど
、
全
国
に
あ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン

軍
基
地
９
カ
所
を
「
米
軍
が
自
由
に

巡
回
し
駐
留
で
き
る
」
と
い
う
新
協

定
を
結
ん
だ
。
Ｏ
Ｓ
Ａ
が
日
本
国
内

で
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ
ず
に
施
行
さ

れ
た
の
も
同
時
期
だ
っ
た
。

　
「
バ
リ
カ
タ
ン（
肩
を
組
む
）」
と
よ

ば
れ
る
米
比
軍
事
合
同
演
習
は
、
米

に
な
っ
た
。
こ
の
事
態
に
乗
じ
て
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
中
国
を
睨
ん
だ
米

日
の
再
軍
事
化
が
進
行
し
て
い
る
。

バ
リ
カ
タ
ン
合
同
軍
事
演
習
に

自
衛
隊
が
初
め
て
参
加

　
「
太
平
洋
の
要
石
」
と
い
わ
れ
た

ア
ジ
ア
最
大
級
の
米
軍
基
地
は
、
１

９
９
２
年
、
基
地
反
対
運
動
の
う
ね

り
に
相
ま
っ
て
、
ピ
ナ
ツ
ボ
火
山
の

大
噴
火
で
受
け
た
被
害
を
理
由
に
撤

退
し
た
。
し
か
し
米
国
は
、
そ
の

ベ
ト
ナ
ム
が
領
土
権
を
主
張
し
て
き

た
が
、
10
年
前
に
中
国
が
人
工
島
の

建
設
を
開
始
し
た
こ
と
で
米
国
が
強

固
な
手
段
で
介
入
し
、「
台
湾
有
事
」

と
い
う
き
な
臭
い
国
際
問
題
の
焦
点

軍
基
地
が
撤
退
し
て
か
ら
も
毎
年
継

続
さ
れ
て
き
た
。
当
初
の
目
的
は
国

内
の
共
産
主
義
を
掲
げ
る
新
人
民
軍

や
イ
ス
ラ
ー
ム
分
離
主
義
派
へ
の

対
ゲ
リ
ラ
戦
演
習
が
主
だ
っ
た
が
、

「
台
湾
有
事
」
以
降
そ
の
規
模
は
拡

大
し
、
今
年
２
０
２
５
年
４
月
の
合

同
演
習
「
バ
リ
カ
タ
ン
25
」
に
は
米

比
軍
に
加
え
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

そ
し
て
初
め
て
日
本
か
ら
自
衛
隊
が

正
式
に
参
加
し
た
。
さ
ら
に
、
カ
ナ

ダ
、
ド
イ
ツ
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
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ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど

16
カ
国
に
及
ぶ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
国
も

参
加
し
、
そ
の
数
は
過
去
最
大
の
１

万
７
０
０
０
人
強
と
な
っ
た
。

喧
嘩
は
自
分
た
ち
の
国
で

や
っ
て
く
れ
！

　

約
１
カ
月
間
に
わ
た
る
、
海
を
舞

台
に
し
た
「
水
中
実
射
撃
」
演
習
で

最
大
の
被
害
を
受
け
た
の
は
、
生
活

の
場
を
奪
わ
れ
た
漁
民
た
ち
だ
。
ス

プ
ラ
ト
リ
ー
諸
島
か
ら
目
と
鼻
の
先

に
位
置
す
る
パ
ラ
ワ
ン
島
、
そ
し
て

台
湾
南
部
に
最
も
近
い
ル
ソ
ン
島
北

部
沿
岸
ま
で
の
漁
場
が
閉
鎖
さ
れ
た
。

　

パ
ラ
ワ
ン
島
の
漁
民
組
織
の
代
表

２
０
２
４
年
10
月
20
日
、

プ
ラ
ボ
ウ
ォ
・
ス
ビ
ア

ン
ト
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

第
８
代
大
統
領
に
就
任
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ボ
ウ
ォ
は
、
30
年
以
上
に
わ
た

っ
て
独
裁
政
権
を
維
持
し
た
ス
ハ
ル

ト
大
統
領（
当
時
）の
次
女
と
結
婚（
の

力
に
加
え
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を
ア
ジ
ア

の
拠
点
と
す
る
巨
大
経
済
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
発
表
さ
れ
た
。
グ
ロ
ー

バ
ル
・
イ
ン
フ
ラ
投
資
と
称
し
、
ク

リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
重
要
鉱
物
、

半
導
体
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
築
く
も
の
で
、
日
本
は
、

軍
事
面
で
は
Ｏ
Ｓ
Ａ
を
、
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
は
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
例
年
を
上

回
る
額
で
貸
し
付
け
た
。

静
か
な
平
和
を
築
い
て
き
た
人
た
ち

の
言
葉
だ
っ
た
。

軍
事
支
援
と
経
済
協
力
が

同
時
進
行

　

さ
ら
に
、
２
０
２
４
年
４
月
に
開

催
さ
れ
た
日
米
比
首
脳
会
合（
岸
田
・

バ
イ
デ
ン
・
マ
ル
コ
ス
）で
、「
自
由
で

開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋（
Ｆ
Ｏ
Ｉ

Ｐ
）」
の
た
め
の
共
同
ビ
ジ
ョ
ン
ス

テ
ー
ト
メ
ン
ト
が
出
さ
れ
、
軍
事
協

は
、
こ
う
訴
え
る
。「
ス
プ
ラ
ト
リ

ー
の
海
域
で
は
、
周
辺
国
と
の
緩
や

か
な
外
交
に
よ
っ
て
、
先
祖
の
時
代

か
ら
漁
民
の
生
活
は
守
ら
れ
て
き
た
。

そ
れ
が
、
こ
の
地
域
と
は
全
く
関
係

な
い
米
国
が
突
然
対
立
を
煽
り
、
中

国
も
負
け
じ
と
対
抗
し
て
人
工
島
の

滑
走
路
建
設
が
本
格
化
し
た
。
大
国

が
勝
手
に
始
め
た
喧
嘩
の
現
場
が
、

理
不
尽
に
も
私
た
ち
の
生
活
の
場
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
…
…
。
こ
れ
じ
ゃ
、

太
平
洋
戦
争
の
時
と
同
じ
じ
ゃ
な
い

か
！　

喧
嘩
し
た
い
な
ら
自
分
た
ち

の
国
で
や
っ
て
く
れ
！　

も
う
大
国

の
捨
て
駒
に
は
な
り
た
く
な
い
！
」

　

こ
の
海
域
の
漁
民
た
ち
は
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
語
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
語
、
マ
レ
ー
語
を

自
由
に
操
る
越
境
す
る

海
の
民
だ
。
台
湾
に
最

も
近
い
バ
タ
ン
諸
島
を

訪
れ
た
時
も
、「
こ
こ

に
は
、
台
湾
の
漁
民
た

ち
と
の
独
自
の
漁
の
ル

ー
ル
が
あ
る
」
と
漁
民

が
教
え
て
く
れ
た
。
海

の
民
た
ち
は
、
国
境
や

海
域
に
縛
ら
れ
ず
、
共

通
の
資
源
を
、
何
世
代

に
も
わ
た
っ
て
分
か
ち

合
っ
て
き
た
と
言
う
。

「
有
事
」
と
は
程
遠
い
、

ち
に
離
婚
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
軍
を

掌
握
し
た
人
物
で
す
。
１
９
９
７
年

ア
ジ
ア
通
貨
危
機
後
の
混
乱
の
な
か

で
、
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
率
い
る
陸
軍
特
殊

部
隊
は
、
民
主
活
動
家
を
誘
拐
し
た

だ
け
で
な
く（
13
人
は
い
ま
も
行
方
不

明
）、
ス
ハ
ル
ト
政
権
崩
壊
直
前
の

原
発
と
ニ
ッ
ケ
ル

　

日
米
が
巨
額
の
資
金
を
投
下
す
る

開
発
の
目
玉
は
「
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
「
重
要
鉱
物
」。
前
述
し

た
日
米
比
首
脳
会
議
の
翌
月
、
米
商

務
省
は
「
米
国
が
開
発
す
る
小
型
原

発
を
東
南
ア
ジ
ア
へ
輸
出
す
る
た
め
、

マ
ニ
ラ
に
原
発
産
業
の
作
業
部
会
の

拠
点
を
置
く
予
定
」
と
報
道
し
た
。

「
重
要
鉱
物
」と
は
、電
気
自
動
車（
Ｅ

ジ
ャ
カ
ル
タ
暴
動
を
扇
動
し
た
疑
い

も
も
た
れ
て
い
ま
す
。
１
９
９
８
年

ス
ハ
ル
ト
退
任
後
は
軍
籍
を
剥
奪
さ

れ
、
ヨ
ル
ダ
ン
に
亡
命
し
ま
し
た
が
、

２
０
０
０
年
代
初
頭
に
は
帰
国
、
政

界
に
復
帰
し
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
に
ゲ
リ
ン
ド
ラ
党
を

結
成
し
た
プ
ラ
ボ
ウ
ォ
は
、
２
０
０

９
年
の
大
統
領
選
挙
に
副
大
統
領
候

補
者
、
２
０
１
４
年
、
２
０
１
９
年

に
は
大
統
領
候
補
者
と
し
て
立
候
補
。

２
０
２
４
年
の
大
統
領
選
挙
で
「
三

度
目
の
正
直
」
と
ば
か
り
に
当
選
し

ま
し
た
。
大
統
領
に
就
任
し
た
プ
ラ

ボ
ウ
ォ
は
、
大
統
領
の
権
限
を
強
化

日
本
が
積
極
的
に
支
援
す
る

海
洋
安
全
保
障 

佐
伯
奈
津
子
／
さ
え
き
・
な
つ
こ

名
古
屋
学
院
大
学
教
員

Indonesia

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

スプラトリー諸島（作成者 Peter Hermes Furian – stock.adobe.com）

Ｖ
）の
エ
ン
ジ
ン
に
必
須
な
ニ
ッ
ケ

ル
を
意
味
し
て
い
る
。
世
界
第
二
位

の
ニ
ッ
ケ
ル
生
産
量
を
も
つ
フ
ィ
リ

ピ
ン
の
鉱
山
は
、
パ
ラ
ワ
ン
島
や
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島
の
先
住
民
族
が
住
む
地

域
に
集
中
し
て
お
り
、
住
友
金
属
鉱

山
な
ど
日
本
企
業
が
露
天
掘
り
で
山

を
切
り
崩
し
、
六
価
ク
ロ
ム
な
ど
の

公
害
病
が
多
発
し
て
い
る
。
脱
炭
素

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
謳
わ
れ
る
下
で
、
や

り
き
れ
な
い
皮
肉
な
現
実
が
進
行
し

て
い
る（
ニ
ッ
ケ
ル
鉱
山
開
発
に
つ
い
て

は
、
緻
密
な
現
地
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い

るFoE Japan

の
報〈
注
〉告を

ぜ
ひ
参
考
に
し

て
ほ
し
い
）。

米比主催多国間共同訓練「バリカタン25」に参加する護衛艦やはぎ（防衛省統合幕
僚監部Facebookより）

膨
れ
上
が
る
債
務

─
恩
恵
は
ど
こ
へ
？　

　

全
国
労
働
者
団
体
は
声
明
で
「
巨

額
な
軍
事
予
算
を
、
植
民
地
時
代
の

侵
略
者
の
兵
士
を
受
け
入
れ
る
た
め

に
使
う
の
で
は
な
く
、
貧
困
や
物
価

上
昇
に
対
処
す
る
た
め
に
使
う
べ

き
」
と
訴
え
て
い
る
が
、「
協
力
資

金
」
と
い
う
名
の
借
款
で
対
外
債
務

は
年
々
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
Ｊ

Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
ア
ジ
ア
動
向
年
報（
２
０

２
５
年
６
月
）に
よ
る
と
、
２
０
２
４

年
度
の
累
積
債
務
残
高
は
前
年
か
ら

９
・
８
％
増
加
し
、
２
８
４
６
億
ド

ル（
約
41
兆
５
０
０
０
億
円
）と
、
同
年

度
の
国
家
予
算
の
15
兆
円
を
大
き
く

上
回
る
事
態
と
な
っ
た
。

　

政
財
界
の
伝
統
的
な
汚
職
構
造
を

温
存
し
た
ま
ま
、
巨
額
な
マ
ネ
ー
が

流
れ
込
み
、
日
銭
で
必
死
に
生
き
る

民
衆
の
肩
に
は
ず
っ
し
り
と
国
の
借

金
が
の
し
か
か
る
…
…
。
し
か
し
、

忘
れ
て
は
い
け
な
い
の
は
、
こ
の
「
援

助
」
を
支
え
て
い
る
の
は
私
た
ち
の

税
金
だ
と
い
う
こ
と
。
今
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
起
こ
っ
て
い
る
事
態
は
、
決

し
て
「
対
岸
の
火
事
」
で
は
な
い
。
■

〈
注
〉フ
ィ
リ
ピ
ン
・
パ
ラ
ワ
ン
州
の
リ
オ
ツ
バ
・
ニ
ッ
ケ
ル

鉱
山
に
つ
い
て

https://foejapan.org/issue/tag2/rt/

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
法
改
正

を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、

現
役
軍
人
を
登
用
で
き
る
省
庁
を
拡

大
す
る
国
軍
法
改
正
で
す
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
市
民
・
学
生
団
体
は
、
民

主
主
義
が
後
退
し
、
人
権
侵
害
の
危

険
が
高
ま
る
と
し
て
、「
暗
黒
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
」「
国
軍
法
案
拒
否
」「
軍

は
兵
舎
に
戻
れ
」
と
い
っ
た
ハ
ッ
シ

ュ
タ
グ
と
と
も
に
、
各
地
で
反
対
デ

モ
を
繰
り
広
げ
て
い
ま
す
。

境
界
の
あ
い
ま
い
な

Ｏ
Ｄ
Ａ
と
Ｏ
Ｓ
Ａ

　

２
０
２
５
年
１
月
11
日
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
を
訪
問
中
の
石
破
茂
首
相
は
、

プ
ラ
ボ
ウ
ォ
大
統
領
と
会
談
。
石
破

首
相
は
、
世
界
最
大
の
ム
ス
リ
ム
人

口
を
抱
え
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
の
協

力
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
、
プ
ラ
ボ

ウ
ォ
大
統
領
は
、
日
イ
の
包
括
的
・

戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
一
層

強
化
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
協
力
を
深
め
る
と
確
認
さ
れ
た

５
分
野
の
ト
ッ
プ
に
安
全
保
障
分
野

が
掲
げ
ら
れ
、
２
０
２
５
年
中
に
外

務
・
防
衛
閣
僚
会
合
「
２
＋
２
」
の

開
催
、
防
衛
装
備
品
・
技
術
協
力
を

含
む
日
イ
海
洋
安
全
保
障
に
関
す
る

防
衛
実
務
者
間
の
協
議
の
立
ち
上
げ

が
合
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
首
脳
会
談

に
先
立
ち
１
月
10
日
に
は
、
政
府
安

全
保
障
能
力
強
化
支
援（
Ｏ
Ｓ
Ａ
）の

枠
組
み
の
も
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
海

軍
向
け
高
速
警
備
艇
の
供
与（
供
与

額
10
億
円
）に
つ
い
て
の
交
換
公
文
も

署
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
近
年
、
も
っ
と

も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
海
洋
安
全

保
障
で
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
海
洋

安
全
保
障
政
策
は
、
ジ
ョ
コ
・
ウ
ィ

ド
ド
前
大
統
領
が
打
ち
出
し
た
「
グ

ロ
ー
バ
ル
な
海
洋
軸
」
の
延
長
線
上

に
あ
り
、
人
の
密
航
、
海
賊
や
船
舶

に
対
す
る
武
装
強
盗
、
違
法
・
無
報

告
・
無
規
制
漁
業
、
天
然
資
源
の
密

輸
と
い
っ
た
非
伝
統
的
な
安
全
保
障

上
の
脅
威
か
ら
守
る
と
い
う
も
の
で

す
。

　

ス
ハ
ル
ト
時
代
、
強
権
的
な
政
権

を
支
え
る
国
軍
は
「
二
重
機
能
」
と

い
う
ド
ク
ト
リ
ン
を
掲
げ
、
非
軍
事

部
門
の
省
庁
に
出
向
し
、
関
係
機
関

の
権
限
と
権
益
を
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で

掌
握
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ス

ハ
ル
ト
退
陣
と
民
主
化
の
過
程
で

「
二
重
機
能
」
は
廃
止
と
な
り
、
海

洋
部
門
の
権
限
は
12
の
関
係
省
庁
に

分
散
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
地
方
分
権

化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、
海
洋
行
政
は

複
雑
化
し
、
権
限
も
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ

プ
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
２
０

０
５
年
に
設
立
さ
れ
た
の
が
海
上
保

安
調
整
機
構（Bakorkam

la

）で
し
た
。
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テ
ィ
モ
ー
ル
島
の
地
図
を
見
て
ほ
し
い
。

島
の
中
央
に
引
か
れ
た
国
境
線
の
一
部
が

パ
ズ
ル
の
よ
う
に
西
側
か
ら
凸
を
東
側
に

90
度
回
転
さ
せ
た
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
凸
部
分
に
私
が
大
好
き
な
場
所
、
フ

ラ
ン
・
フ
ェ
ハ
ン
が
あ
る
。

　

テ
ト
ゥ
ン
祖
語
で
「
月
の
平
原
」
と
い

う
意
味
の
こ
の
場
所
だ
が
、
こ
の
辺
り
の

国
境
線
の
両
側
は
ブ
ナ
ッ
ク
人
の
地
だ
。

幻
想
的
な
名
前
だ
が
、
か
つ
て
は
合
戦
場

で
テ
ト
ゥ
ン
祖
語
を
話
す
テ
ト
ゥ
ン
人
と

現
在
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
側
か
ら
来
た
ブ
ナ

ッ
ク
人
が
戦
い
、
ブ
ナ
ッ
ク
人
が
勝
ち
取

っ
た
と
い
う
。
メ
ル
ス
人
と
い
う
今
で

は
「
消
え
た
先
住
の
民
」
と
よ
ば
れ
る
人

び
と
と
も
戦
っ
た
と
い
う
が
、
彼
ら
に
つ

い
て
は
謎
が
多
い
。
フ
ラ
ン
・
フ
ェ
ハ
ン

か
ら
国
境
の
向
こ
う
に
サ
ヴ
・
ラ
イ
と
い

う
山
が
見
え
、「
あ
の
辺
か
ら
も（
こ
っ
ち

へ
）や
っ
て
来
た
」
と
現
地
の
友
人
は
言
う
。

テ
ト
ゥ
ン
語
で
「
サ
ヴ
の
大
地
」
と
い
う

意
味
だ
が
、
テ
ィ
モ
ー
ル
島
の
西
に
位
置

す
る
サ
ヴ
島
の
言
葉
で
も
同
じ
意
味
を
持

つ
。
海
で
隔
て
ら
れ
た
違
う
島
だ
が
、
ブ

ナ
ッ
ク
人
と
サ
ヴ
人
は
兄
弟
で
あ
る
か
ら

争
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
古
い
言
い
伝

え
が
あ
る
。「
ベ
ル
・
マ
ウ
、
サ
ヴ
・
マ
ウ
、

テ
ィ
・
マ
ウ
」
と
い
う
三
人
の
兄
弟
が
海
の

向
こ
う
か
ら
テ
ィ
モ
ー
ル
島
へ
や
っ
て
き
て
、

ベ
ル
・
マ
ウ
は
ベ
ル
の
地
に
留
ま
り
他
二

人
は
旅
を
続
け
そ
れ
ぞ
れ
サ
ヴ
島
、
ロ
テ

島
に
留
ま
る
こ
と
に
し
た
。
現
在
の
ベ
ル

地
域
に
は
い
く
つ
か
の
民
族
が
暮
ら
す
が
、

「
ベ
ル
・
マ
ウ
」
は
ブ
ナ
ッ
ク
人
の
こ
と

で
あ
る
。
私
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
サ
ヴ
人
な

の
で
、
ブ
ナ
ッ
ク
人
か
ら
は
こ
の
話
を
引

き
合
い
に
「
兄
弟
だ
か
ら
！
」
と
、
と
っ

て
も
良
く
さ
れ
、
言
い
伝
え
が
人
び
と
の

中
に
今
も
生
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
つ
な
が
り
は
な
ぜ
だ
ろ

う
と
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
る
。
約
３
５

０
０
年
前
頃
か
ら
海
を
越
え
テ
ィ
モ
ー
ル

島
に
到
着
し
だ
し
た
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア

語
族
の
人
び
と
な
ら
三
兄
弟
の
言
い
伝
え

も
当
時
の
話
に
つ
な
が
る
が
、
ブ
ナ
ッ
ク

語
だ
け
が
パ
プ
ア
系
言
語
に
属
す
る
。
テ

ィ
モ
ー
ル
島
に
は
約
４
万
２
０
０
０
年
前

に
は
人
類
が
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が

彼
ら
が
パ
プ
ア
系
言
語
を
話
す
人
び
と
の

元
だ
と
い
う
。

松村多悠子／まつむら・たゆこ
西ティモール生活者

小
川
忠
著
『
変
容
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
』 （
め

こ
ん
）

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
日
本
を
抜
く
の
は
時

間
の
問
題
か
…
台
頭
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
実
力
を
知
ら
な
い
の
は
日
本
人
だ
け
だ
。

20
年
以
上
こ
の
国
を
見
続
け
て
い
る
著
者

が
最
新
の
情
報
と
自
ら
の
観
察
を
も
と
に 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
全
体
像
を
リ
ア
ル
に
描

い
た
大
著
。
変
容
す
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
理

解
の
カ
ギ
と
な
る
の
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
」

と
「
デ
ジ
タ
ル
化
」
で
す
。

　
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
や
ジ
ャ
ワ
島
だ
け
で

は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
数
派
の
州

な
ど
の
地
方
も
取
り
上
げ
、
十
把
一
絡
げ

に
で
き
な
い
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
今
を
広
い

視
野
で
伝
え
る
一
冊
。【
松
村
多
悠
子
】

早
尾
貴
紀
著
『
パ
レ
ス
チ
ナ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、

そ
し
て
日
本
の
わ
た
し
た
ち
︱
〈
民
族
浄

化
〉
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
』（
皓
星
社
）

　

イ
ス
ラ
エ
ル
建
国
を
支
持
し
、
そ
の
筆

舌
に
尽
く
し
難
い
暴
力
を
黙
認
し
続
け
て

き
た
欧
米
諸
国
の
責
任
が
問
わ
れ
る
現
在
、

か
つ
て
東
ア
ジ
ア
史
に
お
け
る
グ
レ
ー

ト
・
ゲ
ー
ム
に
名
乗
り
出
た
帝
国
日
本
と

の
関
わ
り
を
起
点
に
、
国
際
的
な
植
民
地

主
義
の
負
の
遺
産
を
検
証
す
る
。

　

本
書
に
は
、
自
分
た
ち
自
身
の
課
題
と

し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
／
イ
ス
ラ
エ
ル
問
題
に

向
き
合
い
考
え
る
た
め
の
道
筋
が
提
示
さ

れ
て
い
る
。
ガ
ザ
の
現
在
は
、
日
本
に
暮

ら
す
私
た
ち
と
切
り
離
さ
れ
た
「
遠
い
世

界
の
出
来
事
」
な
ど
で
は
決
し
て
な
い
こ

と
を
再
確
認
す
る
。【
野
川
未
央
】

福
武
慎
太
郎
編
著
『
東
テ
ィ
モ
ー
ル
︱
独

立
後
の
暮
ら
し
と
社
会
の
現
場
か
ら
』（
彩
流

社
）

　

１
９
９
９
年
、
独
立
を
問
う
住
民
投
票

後
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
軍
大
量
虐
殺
事
件
を

経
、
２
０
０
２
年
に
独
立
し
た
新
生
国

家
・
東
テ
ィ
モ
ー
ル
の
共
同
研
究
！

　
主
権
回
復
後
の
東
テ
ィ
モ
ー
ル
に
お
け

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
成
果
が
記
さ
れ

た
渾
身
の
一
冊
。
東
テ
ィ
モ
ー
ル
独
自
の

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
暮
ら
し
に
根
ざ
し
た

精
霊
崇
拝
や
カ
ト
リ
ッ
ク
の
実
態
な
ど
、

実
に
興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
。【
箕
曲
在
弘
】

カ
ト
リ
ー
ン
・
キ
ラ
ス
＝
マ
ル
サ
ル
著
、
高

橋
璃
子
訳
『
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
夕
食
を
作

っ
た
の
は
誰
か
？
―
こ
れ
か
ら
の
経
済
と

女
性
の
話
』（
河
出
書
房
新
社
）

　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
研
究
に
勤
し
む
間
、

身
の
周
り
の
世
話
を
し
た
の
は
誰
!?　

女

性
不
在
で
欠
陥
だ
ら
け
の
経
済
神
話
を
終

わ
ら
せ
、
新
た
な
社
会
を
志
向
す
る
21
世

紀
の
経
済
本
。

　

こ
れ
ま
で
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
「
夕
食

を
作
っ
た
側
」
か
ら
、
既
存
の
経
済
学
に

切
り
込
ん
だ
本
。「
経
済
と
女
性
の
話
」

で
は
あ
る
も
の
の
、
多
様
で
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
社
会
を
作
っ
て
い
く
ヒ
ン
ト
も

書
か
れ
て
い
る
の
で
、
皆
さ
ん
に
お
す
す

め
。【
福
島
智
子
】

三
兄
弟
は
ど
こ
か
ら
来
た
？

06

霧と風が出ては止み、この国のネット回線が入り乱れる
渓谷の谷。

（
Ｋ
Ｐ
Ｌ
Ｐ
）も
あ
り
、
供
与
先
を
選

定
し
た
り
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
と
Ｏ
Ｓ
Ａ
を
区

別
し
た
り
す
る
明
確
な
基
準
が
あ
る

よ
う
に
み
え
ま
せ
ん
。

　

２
０
２
３
年
の
開
発
協
力
大
綱
改

定
の
際
、
日
本
の
多
く
の
市
民
団
体

は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
お
け
る
非
軍
事
原
則

の
堅
持
を
訴
え
ま
し
た
。
そ
の
な
か

で
新
し
い
ス
キ
ー
ム
と
し
て
登
場
し

た
の
が
Ｏ
Ｓ
Ａ
で
す
。
Ｏ
Ｄ
Ａ
政
策

に
つ
い
て
は
、
開
発
適
正
会
議
や
Ｏ

Ｄ
Ａ
政
策
協
議
会
な
ど
、
市
民
社
会

が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
す
る
場
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
Ｏ
Ｓ
Ａ
に
つ
い
て
は
、

そ
の
実
施
方
針
で
「
防
衛
装
備
移
転

三
原
則
及
び
同
運
用
指
針
の
枠
内
で

の
実
施
」「
適
正
性
・
透
明
性
の
確
保
」

と
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体

的
に
誰
が
ど
の
よ
う
に
評
価
・
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
す
る
の
か
は
明
ら
か
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

非
同
盟
主
義
と「
同
志
国
」は

両
立
す
る
の
か

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
１
９
５
５
年

に
第
１
回
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
会
議

が
開
か
れ
た
国
で
す
。
ど
の
陣
営
に

も
与
さ
ず
、
植
民
地
主
義
に
反
対
し
、

社
会
的
・
経
済
的
格
差
や
不
公
正
に

取
り
組
む
非
同
盟
運
動
に
根
ざ
し
た

外
交
理
念
を
伝
統
的
に
も
っ
て
い
ま

す
。
西
側
陣
営
に
加
わ
る
こ
と
を
鮮

　

日
本
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
２
０
２

３
年
12
月
、
政
府
開
発
援
助（
Ｏ
Ｄ

Ａ
）
の
枠
組
み
で
、Bakam

la

に
対

す
る
総
額
90
億
５
３
０
０
万
円
を
限

度
と
す
る
無
償
資
金
協
力
「
海
上
保

安
能
力
向
上
計
画
」
に
関
す
る
書
簡

を
交
換
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
建
造

す
る
大
型
巡
視
船
１
隻
が
供
与
さ
れ

る
計
画
で
、
２
０
２
４
年
６
月
の
開

発
協
力
適
性
会
議
に
お
い
て
、
60
メ

ー
ト
ル
級
の
も
の
が
80
メ
ー
ト
ル
級

に
な
っ
た
こ
と
、
30
ミ
リ
の
機
関
砲

が
搭
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
で
疑
問
に
な
っ
て
く
る
の
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
海
軍
向
け
の
高
速
警

備
艇（
Ｏ
Ｓ
Ａ
）とBakam

la

向
け
の

大
型
巡
視
船（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）の
境
界
は
何

な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
外
務
省

は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
外
務
省
定
期
協
議
会
Ｏ

Ｄ
Ａ
政
策
協
議
会
に
お
い
て
、
Ｏ
Ｓ

Ａ
は
安
全
保
障
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
は
経
済
社

会
開
発
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
と
説

明
し
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
高
速

警
備
艇
は
、
日
本
で
い
う
な
ら
ば
海

上
自
衛
隊
に
よ
る
領
海
お
よ
び
周
辺

海
域
の
防
衛
、
大
型
巡
視
船
は
、
海

上
保
安
庁
に
よ
る
海
難
救
助
、
海
洋

汚
染
や
海
上
災
害
の
防
止
、
海
上
に

お
け
る
犯
罪
の
予
防
や
鎮
圧
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
海
上

保
安
庁
に
相
当
す
る
沿
岸
警
備
隊

明
に
し
た
ス
ハ
ル
ト
の
退
陣
後
、
米

国
と
強
大
化
す
る
中
国
の
あ
い
だ
で
、

い
ず
れ
か
一
方
に
深
く
依
存
す
る
外

交
を
避
け
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
中
心
性

を
軸
と
し
た
ミ
ド
ル
パ
ワ
ー
と
し
て

の
多
角
的
外
交
を
め
ざ
し
て
き
ま
し

た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
は
、「
主
権

と
領
土
保
全
の
尊
重
を
重
要
視
す

る
」
姿
勢
を
み
せ
つ
つ
、
ロ
シ
ア
へ

の
制
裁
に
は
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
。

ロ
シ
ア
か
ら
の
防
衛
装
備
品
が
十
数

％
を
占
め
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
背

景
に
は
あ
る
で
し
ょ
う
。
パ
レ
ス
チ

ナ
問
題
で
は
、
一
貫
し
て
パ
レ
ス
チ

ナ
の
完
全
独
立
、
主
権
獲
得
を
支
持

す
る
立
場
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
問
題
に
お
い
て
は
、
ロ
シ

ア
に
対
す
る
制
裁
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ

の
支
援
を
お
こ
な
い
、
そ
の
い
っ
ぽ

う
で
パ
レ
ス
チ
ナ
に
つ
い
て
は
、
占

領
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
を
支
持
し
つ
づ

け
る
西
側
諸
国
の
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
に
対
す
る
反
発
や
不
信
感
は
非

常
に
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｓ
Ａ
の
目
的
は
、「
同
志
国
と

の
安
全
保
障
上
の
協
力
を
深
化
さ
せ

る
」
こ
と
で
す
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
非
同
盟
主
義
に
お
い
て
、「
同
志
国
」

と
い
う
考
え
が
、
日
本
政
府
の
期
待

す
る
よ
う
な
か
た
ち
で
受
け
入
れ
ら

れ
る
と
も
思
え
な
い
の
で
す
。
■

Bakorkam
la

は
２
０
１
４
年
に
制

定
さ
れ
た
海
洋
法
で
、
調
整
役
に
と

ど
ま
ら
な
い
法
執
行
の
主
体
と
し
て
、

海
上
保
安
機
構（Bakam

la

）
と
改
組

さ
れ
ま
す
。

　

大
統
領
直
属
の
機
関
と
は
い
え
、

海
軍
中
将
を
長
官
に
据
え
るBaka

m
la

を
通
じ
て
、
国
軍
は
再
び
「
安

全
保
障
」
に
ま
で
役
割
を
拡
大
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
指
摘
が
あ
り
ま
す
。
そ
も
そ
も
、

海
賊
や
違
法
漁
業
と
い
っ
た
治
安
の

問
題
は
、
軍
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

海
洋
犯
罪
対
策
が
「
軍
事
化
」
さ
れ

て
い
る
、「
行
き
過
ぎ
た
安
全
保
障

化
」
だ
と
い
う
批
判
も
存
在
し
ま
す
。

母親の声運動による国軍法改正反対デモ（2025年3月28日）©JawaPos.com
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Ｕ
Ｒ
川
口
芝
園
団
地
は
、
埼
玉

県
の
南
、
東
京
に
隣
接
し
た

川
口
市
に
あ
っ
て
、
最
寄
り

駅
は
京
浜
東
北
線
の
蕨
駅
に
な
り
ま
す
。
築
50

年
の
マ
ン
モ
ス
団
地
で
広
さ
は
東
京
ド
ー
ム
２

個
分
以
上
あ
る
そ
う
で
す
。
２
５
０
０
世
帯
が

暮
ら
し
、
そ
の
60
％
は
外
国
人
で
す
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
中
国
人
で
チ
ャ
イ
ナ
団
地
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
20
年
前
頃
は
日
本
人
と
中
国
人

の
ト
ラ
ブ
ル
で
有
名
に
な
っ
た
団
地
で
も
あ
り

ま
す
。
ゴ
ミ
出
し
や
騒
音
な
ど
の
問
題
で
「
荒

れ
た
団
地
」
と
ネ
ッ
ト
で
盛
ん
に
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
今
は
、
自
治
会
の
努
力
で
落
ち
着
い

て
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
貼
り
紙
に
日
本
語
と
中

国
語
が
書
い
て
あ
る
の
も
そ
の
一
環
な
の
で
し

ょ
う
。
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
脇
に
は
「
夜
中
の
騒
音

は
響
き
ま
す
」
や
「
不
法
投
棄
は
ダ
メ
」
と
い

う
貼
り
紙
が
何
枚
も
貼
っ
て
あ
り
ま
す
。
文
化

が
違
う
の
で
す
か
ら
言
わ
な
い
と
わ
か
り
ま
せ

ん
か
ら
。

　

面
白
い
の
は
、
中
国
人
は
知
ら
な
い
人
に
は

挨
拶
し
て
は
い
け
な
い
習
慣
が
あ
る
ら
し
く
、

道
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
会
っ
て
も
誰
も
挨
拶
を

し
ま
せ
ん
。
そ
れ
っ
て
実
は
楽
で
す
。

台
湾
と
い
え
ば
、
日
本
で
は
タ
ピ
オ

カ
ミ
ル
ク
テ
ィ
や
小
籠
包
な
ど
の

食
べ
物
で
有
名
で
す
が
、
実
の
と

こ
ろ
市
民
運
動
の
活
発
な
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。
２
０
２
５
年
５
月
に
「
原
発
ゼ
ロ
」
を
実

現
し
た
こ
と
か
ら
、
反
・
脱
原
発
の
活
動
を
ご

存
じ
の
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な

台
湾
で
食
と
農
の
地
域
活
動
も
盛
ん
で
あ
る
こ

と
は
、
日
本
で
も
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
台
北
駅
か
ら
バ
ス
で
１
時
間
半
ほ
ど
の
場

所
に
あ
る
台
湾
北
東
部
の
宜
蘭
県
の
深
溝
村
は
、

こ
れ
ら
の
活
動
の
中
心
地
の
一
つ
で
す
。
５
０

０
世
帯
ほ
ど
か
ら
な
る
小
さ
な
村
に
は
都
市
部

か
ら
の
移
住
者
が
絶
え
ず
、
彼
ら
が
農
や
そ
れ

に
関
連
す
る
活
動
に
従
事
し
て
、
村
の
独
特
な

文
化
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

「
半
農
半
Ｘ
」村
で
自
由
を
求
め
て

　

頼
青
松
が
立
ち
上
げ
た
「
穀
東
倶
楽
部
」
は
、

台
湾
で
最
初
の
Ｃ
Ｓ
Ａ（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援
型

農
業
）の
農
場
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
彼
は
日

本
留
学
の
経
験
が
あ
り
、
日
本
の
生
協
運
動
か

ら
「
予
約
購
入
、
計
画
生
産
、
リ
ス
ク
分
担
」

と
い
う
考
え
方
を
学
び
、
農
家
と
消
費
者
と
が

多
く
、
私
を
含
め
高
齢
者
ば
か
り
で
す
。
そ
れ

に
比
べ
中
国
の
人
た
ち
は
Ｉ
Ｔ
産
業
で
働
き
、

若
く
て
お
金
も
あ
る
の
で
、
団
地
を
足
掛
か
り

に
戸
建
て
や
マ
ン
シ
ョ
ン
を
買
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
せ
い
で
隣
近
所
の
入
れ
替
わ
り
も
激
し
く

深
い
付
き
合
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
と

こ
ろ
も
気
楽
な
と
こ
ろ
で
す
。
私
は
長
い
間
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
住
ん
で
い
た
の
で
こ
ん
な
風
に
外

国
人
が
い
っ
ぱ
い
い
る
環
境
は
居
心
地
が
い
い

ん
で
す
。

無
理
し
な
く
て
も

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
？

　

私
は
40
年
前
頃
「
ア

ジ
ア
の
女
た
ち
の
会
」

に
入
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

と
出
会
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人

女
性
と
共
に
西
川
口
地

区
で
「
フ
ィ
リ
ピ
ナ
ス

ル
ー
ム
Ｍ
＆
Ｆ
」
を
立

ち
上
げ
、
た
く
さ
ん
の

フ
ィ
リ
ピ
ン
人
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
し

た
。『
ハ
リ
ー
ナ
』
と

の
出
会
い
は
35
年
前
頃

で
、
誌
面
の
レ
イ
ア
ウ

ト
を
頼
ま
れ
て
数
年
続

け
て
い
ま
し
た
。
そ
の

な
か
で
「
ネ
グ
ロ
ス
か

ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
」

と
い
う
原
稿
を
依
頼
さ

の
中
で
お
す
そ
分
け
を
受
け
た
り
し
て
い
ま
す
。

生
存
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
確
保
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
自
信
を
も
と
に
、
酒
造
り
を

し
た
り
、
物
書
き
を
し
た
り
、
自
分
の
人
生
で

し
た
い
こ
と
〝
Ｘ
〟
を
選
び
出
し
ま
す
。
そ
の

意
味
で
、
彼
ら
は
、「
半
農
半
Ｘ
」
と
い
う
言

葉
に「
農
を
通
し
て
の
自
由
な
生
き
方
の
実
現
」

と
い
う
意
味
を
込
め
て
い
ま
す
。
そ
の
生
き
方

の
実
践
を
可
能
に
す
る
人
と
自
然
の
資
源
の
存

在
が
、
深
溝
村
に
漂
う
自
由
な
雰
囲
気
の
背
景

を
構
成
し
て
い
ま
す
。

「
米
中
対
立
」の
先
を
見
据
え
た

市
民
的
交
流
へ

　

こ
こ
ま
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
深
溝
村
の
活

動
の
中
心
に
は
農
を
軸
に
し
た
生
活
・
仕
事
づ

直
接
つ
な
が
る
仕
組
み
を
つ
く
り
出
し
ま
し
た
。

頼
や
仲
間
た
ち
は
研
修
生
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

村
に
は
穀
東
倶
楽
部
以
外
に
も
Ｃ
Ｓ
Ａ
農
場
が

多
数
存
在
し
ま
す
。「
土
拉
客
実
験
農
家
園
」は
、

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
運
動
の
参
加
者
に
よ
る
共
同
農
場
で

あ
り
、
農
村
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
の
問
題
に

取
り
組
む
農
場
で
す
。「
深
溝
共
同
店
」
は
村

の
農
家
が
生
産
し
た
農
産
物
や
加
工
品
を
提
供

し
て
い
ま
す
。「
小
間
書
菜
」
と
い
う
書
店
に

古
本
を
持
参
す
る
と
、
野
菜
と
交
換
で
き
ま
す
。

深
溝
小
学
校
で
は
地
域
住
民
の
支
援
の
も
と
で

生
徒
や
教
員
が
米
を
つ
く
っ
て
お
り
、
学
校
の

「
食
農
小
学
堂
」
は
子
ど
も
た
ち
の
食
育
・
自

然
教
育
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
慢
島
生
活
公
司
」
は
村
民
や
移
住
者
が
集

ま
っ
て
新
た
な
活
動
を
立
ち
上
げ
る
、
社
会
的

企
業
の
実
験
室
の
よ
う
な
場
所
で
す
。
慢
島
生

活
公
司
の
メ
ン
バ
ー
が
し
ば
し
ば
口
に
す
る
言

葉
の
一
つ
は
、「
半
農
半
Ｘ
」
で
す
。
そ
れ
は
、

農
を
営
み
な
が
ら
自
分
の
や
り
た
い
事
業
や
趣

味
を
行
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
指
し
、
日
本
の

塩
見
直
紀
の
造
語
が
翻
訳
さ
れ
て
台
湾
で
も
広

ま
っ
て
い
ま
す
。
移
住
者
た
ち
は
食
べ
物
や
仕

事
を
自
ら
つ
く
り
出
し
た
り
、
村
の
社
会
関
係

れ
た
こ
と
が
あ
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
人
が

後
の
夫
に
な
っ
た
男
性
で
す
。
そ
の
後
、
私
た

ち
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
20
年
以
上
暮
ら
し
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
夫
は
12
年
前
に
耕
運
機

の
事
故
で
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
帰
国

し
た
私
は
、
新
潟
で
父
の
介
護
を
し
、
父
が
亡

く
な
っ
た
後
、
再
び
川
口
に
戻
っ
て
き
た
と
い

う
わ
け
で
す
。

　

川
口
市
や
蕨
市
に
は
様
々
な
国
籍
の
人
び
と

が
住
ん
で
い
て
面
白
い
で
す
。
今
は
ク
ル
ド
人

へ
の
ヘ
イ
ト
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
私

は
頻
繁
に
ク
ル
ド
料
理
を
食
べ
に
行
っ
て
い
ま

す
。
昔
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
へ
の
ヘ
イ
ト
も
あ
り

ま
し
た
し
、
中
国
人
へ
の
ヘ
イ
ト
も
あ
り
ま
し

た
。
ヘ
イ
ト
を
す
る
人
た
ち
は
弱
い
立
場
の
人

た
ち
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す
る
ん
で
し
ょ
う
ね
。

　

芝
園
団
地
の
住
民
の
半
分
以
上
が
外
国
人
で

す
が
、
日
本
人
と
は
対
立
も
な
け
れ
ば
交
流
も

な
い
と
い
う
状
況
で
す
。
私
は
そ
れ
で
い
い
ん

じ
ゃ
な
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
無
理
に
交

流
し
な
く
て
も
相
手
を
少
し
理
解
し
、
誰
も
不

愉
快
に
な
ら
な
い
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
け
ば
い

い
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
私
自
身
は

現
在
中
国
語
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
団
地
の
中

の
食
堂
や
八
百
屋
で
中
国
語
を
話
せ
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

日
曜
日
に
な
る
と
、
芝
園
団
地
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
右
端
で
高
齢
の
日
本
人
た
ち
が
テ
ニ
ス

を
し
、
左
側
で
は
イ
ン
ド
人
た
ち
が
ク
リ
ケ
ッ

ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
私
は
7
階
の
ベ
ラ
ン

ダ
か
ら
遠
く
富
士
山
を
眺
め
て
い
ま
す
。
■

く
り
が
あ
り
ま
す
。
半
農
半
Ｘ
の
よ
う
な
日
本

発
の
言
葉
や
ア
イ
デ
ィ
ア
を
も
と
に
し
な
が
ら

も
、
そ
れ
を
ロ
ー
カ
ル
の
文
脈
に
落
と
し
込

み
、
独
自
の
活
動
の
世
界
を
切
り
開
い
て
い
ま

す
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
20
世
紀
後
半
の

経
済
成
長
を
支
え
た
開
発
政
策
の
行
き
詰
ま
り
、

都
市
住
民
の
生
活
難（
仕
事
、
教
育
、
住
宅
問
題
）、

生
き
方
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
モ
デ
ル
の
未
形

成
と
い
う
、
日
本
に
も
お
馴
染
み
の
状
況
で
す
。

そ
の
点
で
両
国
に
は
社
会
状
況
の
共
通
性
が
あ

り
、
学
び
合
い
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

　

一
方
で
台
湾
の
人
び
と
は
日
本
の
社
会（
運

動
）か
ら
多
く
を
学
び
な
が
ら
、
困
難
な
状
況
を

打
開
す
る
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
ま
す
。
他
方
、
日

本
の
人
び
と
が
台
湾
の
社
会
問
題
や
社
会
運
動

に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
テ
レ

ビ
や
書
籍
、
ネ
ッ
ト
上
の
台
湾
報

道
は
中
国
と
の
関
係
が
中
心
で
あ

り
、
台
湾
の
社
会
運
動
に
つ
い
て

は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
問
題
や
そ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
知
る
機
会
は

ほ
と
ん
ど
な
い
か
ら
で
す
。
戦
争

の
脅
威
を
憂
慮
す
る
以
外
の
領
域

に
ま
で
市
民
の
間
の
交
流
と
相
互

理
解
を
広
げ
、
深
め
る
こ
と
こ
そ
、

「
米
中
対
立
」、「
新
冷
戦
」
と
い

っ
た
大
文
字
の
政
治
が
幅
を
き
か

せ
る
時
代
の
先
を
見
据
え
、
準
備

す
る
時
に
必
要
で
は
な
い
か
。
深

溝
村
の
訪
問
は
、
私
に
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。
■

芝
園
団
地
に
住
ん
で

小
川
二
美
子
／
お
が
わ
・
ふ
み
こ

パ
ー
ト
労
働
者

台
湾
・
深
溝
村
訪
問
記

─
「
半
農
」生
活
を
可
能
に
す
る
村

安
藤
丈
将
／
あ
ん
ど
う
・
た
け
ま
さ

武
蔵
大
学
教
員

村の農家が生産した農産物や加工品を提供する深溝共同店。

芝溝団地の中央にある広場。〈イラスト：筆者〉

　

私
は
３
年
前
か
ら
芝
園
団
地
で
暮
ら
し
て
い

ま
す
が
、
日
本
人
は
昔
か
ら
住
ん
で
い
る
人
が



13 122025.08.01   HALINA 55 2025.08.01   HALINA 55

コ
ー
ヒ
ー
生
豆
の
国
際
取
引
価
格

は
、
生
産
地
か
ら
遠
く
離
れ
た

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
先
物
取
引
で

決
ま
り
ま
す
。
２
０
２
４
年
の
春
先
、
レ
ギ

ュ
ラ
ー
コ
ー
ヒ
ー
に
使
用
さ
れ
る
ア
ラ
ビ
カ

種
の
生
産
量
が
多
い
ブ
ラ
ジ
ル
で
、
エ
ル
ニ

ー
ニ
ョ
現
象
に
端
を
発
し
た
雨
量
不
足
か
ら
、

収
量
が
例
年
よ
り
少
な
く
な
る
見
込
み
で
あ

る
こ
と
が
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
コ
ー
ヒ
ー
相

場
は
前
年
比
の
約
２
倍
と
大
き
く
高
騰
し
ま

し
た
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
コ
ー
ヒ
ー
や

缶
コ
ー
ヒ
ー
等
に
使
用
さ
れ
る
ロ
ブ
ス
タ
種

を
主
に
生
産
す
る
ベ
ト
ナ
ム
で
も
、
干
ば
つ

の
影
響
で
収
量
が
半
分
以
下
と
な
り
、
世
界

的
な
ロ
ブ
ス
タ
種
の
供
給
不
足
の
懸
念
が
広

が
っ
た
こ
と
も
、
ア
ラ
ビ
カ
種
の
価
格
を
押

し
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

コ
ー
ヒ
ー
の
国
際
取
引
価
格
は
、
先
物
取
引

開
始
以
降
過
去
最
高
値
を
更
新
し
ま
し
た
。

欧
州
森
林
破
壊
防
止
規
則（
Ｅ
Ｕ
Ｄ
Ｒ
）の

影
響

　

コ
ー
ヒ
ー
の
価
格
を
押
し
上
げ
た
別
の
要

因
に
、
Ｅ
Ｕ
で
新
た
に
適
用
が
予
定
さ
れ
て

い
る
「
欧
州
森
林
破
壊
防
止
規
則（
Ｅ
Ｕ
Ｄ

Ｒ
）」
の
発
効
が
あ
り
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
の

ほ
か
、
パ
ー
ム
油
、
牛
肉
、
大
豆
、
カ
カ
オ
、

木
材
、
ゴ
ム
、
そ
れ
ら
の
派
生
製
品
を
欧
州

域
外
か
ら
輸
入
、
ま
た
欧
州
か
ら
輸
出
さ
せ

る
企
業
に
対
し
て
、
産
地
情
報
を
把
握
の
う

え
、
生
産
時
に
森
林
を
破
壊
し
て
い
な
い
こ

と
、
生
産
国
の
法
令
に
沿
っ
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
提
出
を
義
務
付
け
る
も
の

で
す
。
当
初
は
24
年
12
月
下
旬
か
ら
大
企
業

に
、
25
年
６
月
下
旬
か
ら
中
小
企
業
に
適

用
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
調
整
が
ま
と
ま

ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
１
年
間
適
用
が
延
期
さ
れ

ま
し
た（
２
０
２
５
年
６
月
18
日
現
在
）。
Ｅ
Ｕ

各
国
の
コ
ー
ヒ
ー
消

〈
注
〉

費
量
を
合
計
す
る
と
世

界
一
に
な
り
ま
す
。
多
く
の
コ
ー
ヒ
ー
輸

出
業
者
が
、
Ｅ
Ｕ
Ｄ
Ｒ 

規
制
の
施
行
前
に
、

在
庫
を
確
保
す
る
た
め
に
買
い
付
け
を
急
い

だ
た
め
、
コ
ー
ヒ
ー
取
引
価
格
の
一
層
の
高

騰
を
招
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

史
上
最
高
値
を
記
録
し
た

コ
ー
ヒ
ー
価
格

─
２
０
２
４
年
コ
ー
ヒ
ー
生
産
の
背
景

荻
沼
民
／
お
ぎ
ぬ
ま
・
た
み

㈱
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
商
品
部

対
応
に
追
わ
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
産
地

　

Ｅ
Ｕ
は
こ
れ
ま
で
も
違
法
伐
採
を
規
制
す

る
Ｅ
Ｕ
木
材
規
制（
Ｅ
Ｕ
Ｔ
Ｒ
）を
実
施
し
て

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
と
の

認
識
か
ら
、
合
法
・
違
法
問
わ
ず
森
林
破
壊

そ
の
も
の
を
対
象
に
し
た
規
則
の
制
定
に
踏

み
切
っ
た
よ
う
で
す
。
一
方
で
、
産
地
側
で

は
、
森
林
を
破
壊
し
て
い
な
い
こ
と
の
証
明

書
を
ど
の
機
関
が
ど
の
よ
う
に
証
明
す
る
か
、

生
産
国
に
そ
う
し
た
法
令
が
整
備
さ
れ
て
い

る
か
の
確
認
な
ど
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
状

況
で
す
。
確
認
や
認
証
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
、

当
然
産
地
側
で
発
生
す
る
た
め
、
そ
れ
は
輸

出
価
格
へ
転
嫁
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

コ
ー
ヒ
ー
の
圃
場
ま
で
ト
レ
ー
ス
で
き
る

情
報
を
し
っ
か
り
と
り
ま
と
め
て
い
る
組
織

が
あ
る
国
と
そ
う
で
は
な
い
国
で
は
、
新
た

な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ
の
対
応
が
違
っ
て
き

ま
す
。
も
し
く
は
、
Ｅ
Ｕ
向
け
の
輸
出
を
あ

き
ら
め
る
か
、
と
い
っ
た
選
択
に
な
る
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
現
時
点
で
は
、
日
本
向
け

に
輸
出
さ
れ
る
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い
て
は
、
特

に
森
林
破
壊
の
有
無
を
確
認
す
る
法
令
は
あ

り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｔ
Ｊ
の
コ
ー
ヒ
ー
産
地
は
、

小
規
模
生
産
者
が
多
い
た
め
、
森
林
を
切
り

拓
い
て
の
開
拓
事
例
は
少
な
い
と
思
わ
れ
ま

す（
現
時
点
で
生
産
者
へ
の
聞
き
取
り
、
確
認
は
し

て
い
ま
せ
ん
）。

Ａ
Ｔ
Ｊ
の
コ
ー
ヒ
ー
生
産
地
で
は

　

Ａ
Ｔ
Ｊ
の
コ
ー
ヒ
ー
産
地
で
も
天
候
不
順

の
影
響
が
出
て
い
ま
す
。
２
０
２
４
年
の
収

穫
期
、
中
米
の
グ
ア
テ
マ
ラ
で
は
、
例
年
12

月
か
ら
収
穫
が
始
ま
る
と
こ
ろ
、
10
月
～
11

月
に
か
け
て
長
雨
と
曇
天
が
続
き
、
コ
ー
ヒ

ー
の
実
の
成
熟
が
遅
れ
、
収
穫
も
２
カ
月
程

遅
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
フ
リ
カ
の
タ
ン
ザ

ニ
ア
で
は
、
開
花
自
体
は
早
か
っ
た
も
の
の
、

実
が
色
づ
く
ま
で
に
時
間
が
か
か
り
「
奇
妙

な
」年
だ
っ
た
、と
の
報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

コ
ー
ヒ
ー
栽
培
の
条
件
に
は
、
土
壌
な
ど
の

条
件
も
あ
り
ま
す
が
、
乾
季
と
雨
季
が
は
っ

き
り
と
わ
か
れ
、
一
定
の
雨
量
と
適
度
な
日

照
時
間
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
近
年
、
天
候

不
順
に
よ
り
こ
の
乾
季
と
雨
季
の
パ
タ
ー
ン

が
崩
れ
、
各
地
で
開
花
期
や
収
穫
期
の
ず
れ

が
起
き
て
い
ま
す
。
ア
ラ
ビ
カ
コ
ー
ヒ
ー
は
、

標
高
の
高
い
山
間
部
の
地
域
で
収
穫
さ
れ
ま

す
が
、
そ
う
し
た
地
域
で
は
、
機
械
を
使
う

こ
と
は
困
難
な
た
め
、
収
穫
は
す
べ
て
手
摘

み
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
収
穫
期
は
多
く
の

人
手
を
必
要
と
し
ま
す
が
、
収
穫
の
ピ
ー
ク

が
ず
れ
る
こ
と
で
、
季
節
労
働
者
の
確
保
が

困
難
に
な
る
、
収
穫
期
間
が
長
引
く
こ
と
で

効
率
的
に
収
穫
が
で
き
な
く
な
る
な
ど
、
全

体
的
な
コ
ス
ト
増
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
生
産
地
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー

の
取
引
価
格
が
上
が
っ
た
と
し
て
も
、
こ
う

し
た
天
候
不
順
に
対
応
す
る
コ
ス
ト
や
手
間

が
増
え
て
い
る
た
め
、
そ
こ
ま
で
大
き
く
値

上
が
り
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

産
地
側
か
ら
は
、
こ
う
し
た
天
候
不
順
に

対
す
る
対
策
を
で
き
る
こ
と
か
ら
実
施
し
て

い
き
た
い
と
声
が
届
い
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｔ
Ｊ

が
取
り
扱
う
ペ
ル
ー
、
メ
キ
シ
コ
、
グ
ア
テ

マ
ラ
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
、
ル
ワ
ン
ダ
の
産
地
と

の
取
引
に
お
い
て
は
、
国
際
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
基
準
に
基
づ
き
、
コ
ー
ヒ
ー
の
品
代
に
加

え
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
プ
レ
ミ
ア
ム（
奨
励

金
）を
支
払
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
プ
レ
ミ
ア

ム
の
使
用
用
途
は
協
同
組
合
や
出
荷
団
体
に

委
ね
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
は
圃
場
の
整

備
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
材
料
費
、
若
手
育
成
の

費
用
な
ど
に
役
立
て
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、

気
候
変
動
に
強
く
、
生
産
性
の
高
い
苗
木
の

普
及
や
確
保
、
コ
ー
ヒ
ー
の
木
を
強
い
日
照

か
ら
守
る
日
陰
の
役
割
を
果
た
す
シ
ェ
ー
ド

ツ
リ
ー
を
植
え
る
こ
と
な
ど
に
も
活
用
し
て

い
き
た
い
と
の
こ
と
。
成
果
が
す
ぐ
に
出
る

も
の
と
、
長
期
的
に
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
こ
と
か
ら

取
り
組
ん
で
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

　

原
稿
を
執
筆
し
て
い
る
２
０
２
５
年
６
月

19
日
現
在
、
昨
年
に
比
べ
て
ア
ラ
ビ
カ
種
の
主

要
産
地
ブ
ラ
ジ
ル
の
雨
量
と
収
量
予
測
が
比

較
的
安
定
し
て
い
る
た
め
、
コ
ー
ヒ
ー
相
場

は
一
時
期
の
高
止
ま
り
か
ら
、
実
に
24
％
程

下
落
し
て
い
ま
す
。
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン

ス
、
先
物
取
引
と
い
う
性
質
上
、
日
々
価
格

が
変
わ
り
不
安
定
な
な
か
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー

ド
に
よ
る
一
定
の
価
格
保
証
が
、
少
し
で
も

生
産
者
の
役
に
立
て
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
■

コーヒー豆の収穫（グアテマラ）。

　フィリピンのミンダナオ島コタ
バト州を訪問した時のこと。「日
本人の霊が出るお店があるから行
ってみよう。日本人なら何かわ
かるかも」とフィリピン人のスタ
ッフに言われて、「JAPAN SURPL
US （直訳すると「日本の余剰」）」
というリユース店に行った。何故、
日本人の霊がいるのかというと、

「JAPAN SURPLUS」の仕入れは、
引越しや空き家整理、あるいは亡
くなった方の遺品など、行き場をなくした品々をまるごとコ
ンテナで日本からフィリピンへ輸入するため、ときおり霊体
も一緒にやってくるのだという。
　さっそく店内を散策すると、雑多なガラクタの中に日本人
形や作りのよい桐箪笥があり目を引いた。その中に憑依媒体
だと思われる物品が散見された。フィギュアの横に位牌が置
かれていたり、遺影写真が絵画に混ざって床に置いてあった
りする。遺影が雑に床に置かれているのは不気味だった。現
地のお客さんは、ただの記念写真だと思っているようで、遺
影に足をかけながら、奥の日本絵画を物色していた。「JAP
AN SURPLUS」のスタッフに遺影の存在を伝えると、「不自
然に箪笥が開いたり閉まったりするから、彼らだったのかも
しれない」とのこと。彼らもミンダナオ島のリユース店を彷
徨うことになるとは思っていなかっただろうから、静かに成
仏を願った。
　ちなみに、フィリピンには「JAPAN SURPLUS」の他に

「AMERICA SURPLUS」や「KOREA SURPLUS」などがある。
霊の目撃情報は定かではないが、「AMERICA SURPLUS」で
はラブレターが売られていたこともあるようだ。霊も愛の残
渣もコンテナで丸々運ぶのが、SURPLUS流なのだろう。

日本人の霊が彷徨うお店？
小島崚平／こじま・りょうへい
㈱オルター・トレード・ジャパン　商品部

グアテマラ産地・ウエウエテナンゴの風景。

〈
注
〉国
際
コ
ー
ヒ
ー
機
関
統
計（
２
０
２
４
年
７
月
時
点
）
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参議院選挙まっただなかに本誌の編集作
業を進めてきました。選挙運動と称し

たヘイトスピーチの横行は、残念ながら今回
に始まったことではありませんが、この間の排
外主義の高まりに強い危機感を覚えずにはい
られません。連日の酷暑と相まってかなりの
心理的ストレスが……。そんななか、SNS上
で「#差別に投票しない」というハッシュタ
グとともに広まっている金井真紀さんののほ
ほんとしたイラストと、小川さんがTopicsに
寄せてくださった芝園団地についての飄々と
した文章に、共通したものを感じ、それぞれ
が多くの方に届くことを期待しています。（野川）

インドネシアのひとつの周縁部、東ティ
モールとの国境の町に住むと決めた私

とパートナーには「中央」に吸い寄せられず、
暮らしの不便さゆえに得られる自由を求める
気持ちがありました。そのなかで私が思い浮
かべていたヒントのひとつが「半農半X」。私
個人では「農」の部分は「半」もできていな
いけれど、2人で試行錯誤しながら暮らしを
つくっています。しかし、この地でもインドネ
シア国軍の力の広がりを特にここ数年感じて
います。国境近くの北海岸には「国軍保有地」
と記した看板が増えており、土地が次々と国
軍に買われているようです。2022年には防衛
大学も設立されています。この状況を注視し、
私たちができる「X」はなんだろうかと考えて
います。（松村）

［編集者］

野川未央
松村多悠子
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２
０
２
５
年
３
月
、
筑
波
大
学

学
生
の
皆
さ
ん
４
名
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
・
パ
プ
ア
州
を
訪
問
し
ま
し
た
。

パ
プ
ア
へ
の
研
修
は
筑
波
大
学
国
際

総
合
学
類
の
海
外
研
修
で
Ａ
Ｐ
Ｌ
Ａ

と
現
地
の
カ
カ
オ
キ
タ
社
が
実
施
に

協
力
し
て
お
り
、
今
年
度
で
２
回
目

の
実
施
と
な
り
ま
す
。
滞
在
10
日
間

の
う
ち
、
５
泊
６
日
を
先
住
民
族
の

人
び
と
が
暮
ら
す
村
で
過
ご
し
ま
し

た
。

カ
カ
オ
の
産
地
、ブ
ラ
ッ
プ
村

　

羽
田
空
港
を
お
昼
に
出
発
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
空

港
と
機
内
で
夜
を
過
ご
し
翌
日
の
朝

に
パ
プ
ア
の
セ
ン
タ
ニ
空
港
に
到
着
。

位
置
的
に
は
ほ
ぼ
東
京
の
真
南
に
あ

た
る
の
で
、
日
本
と
時
差
は
あ
り
ま

せ
ん
。
パ
プ
ア
州
の
州
都
ジ
ャ
ヤ

プ
ラ
の
町
で
長
靴
、
サ
ル
ン（
腰
布
）、

食
材
な
ど
を
買
い
揃
え
、
村
に
向
け

て
出
発
で
す
。

　

ブ
ラ
ッ
プ
村
は
、
ジ
ャ
ヤ
プ
ラ
か

ら
車
で
３
時
間
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ

り
、
カ
リ
・
ビ
ル（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で

「
青
い
川
」）と
呼
ば
れ
る
美
し
い
川
で

有
名
で
す
。
現
地
の
言
葉
で
は
「
神

か
ら
の
贈
り
物
」
と
い
う
意
味
を
持

つ
こ
の
川
の
ほ
と
り
に
あ
る
お
家
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
鶏
の

鳴
く
声
と
と
も
に
朝
が
始
ま
り
、
家

の
マ
マ
の
手
料
理
で
腹
ご
し
ら
え
を

し
た
ら
活
動
開
始
で
す
。
村
で
は
カ

カ
オ
キ
タ
社
に
カ
カ
オ
を
卸
し
て
い

る
協
同
組
合
の
活
動
を
見
学
さ
せ
て

も
ら
い
、
カ
カ
オ
農
園
に
も
訪
れ
ま

し
た
。
特
に
協
同
組
合
に
感
心
を
持

っ
て
い
た
杉
原
さ
ん
は
「
私
の
知
っ

て
い
る
日
本
の
農
園
と
は
全
然
違
い
、

ま
る
で
森
み
た
い
」
と
言
い
、「
ブ

ラ
ッ
プ
村
の
人
が
自
然
と
共
に
生
き

て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
自
分
自
身
も

そ
の
中
で
過
ご
せ
た
こ
と
が
人
生
に

お
い
て
大
切
な
経
験
と
な
っ
た
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
森
の
中
を
歩

い
て
、
サ
ゴ
椰
子
を
見
に
行
き
、
大

き
な
貯
水
湖
で
筏
舟
に
乗
る
体
験
も

し
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
調
査
も
毎
日
の
活
動
で
し
た
。

教
育
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
岡
田
さ

ん
と
宮
川
さ
ん
は
、
小
学
校
の
教
師
、

保
護
者
や
子
ど
も
た
ち
か
ら
た
く
さ

ん
の
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
て
ま
る
で
村

の
子
ど
も
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
飯

島
さ
ん
は
、
そ
の
経
験
を
通
し
て
特

に
歴
史
に
つ
い
て
の
関
心
が
深
ま
り
、

調
べ
出
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
た
ち
は
学
生
の
皆
さ
ん
と
遊
ぶ

だ
け
で
は
な
く
、
時
に
は
「
先
生
」

で
も
あ
り
ま
し
た
。
鶏
の
屠
殺
、
そ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア・パ
プ
ア
州

カ
カ
オ
産
地
の
村
へ

―
筑
波
大
学
国
際
総
合
学
類
、

海
外
研
修
を
振
り
返
る

From
 Papua, Indonesia
イ

ン
ド

ネ
シ

ア
、パ

プ
ア

州

ブラップ村協同組合と学生のみなさん。上段左から、飯島健介さん、ジョンさん、宮川知南さん、杉原
那桜さん、ヤフェットさん、メサクさん。下段左から、担当教員の寺内大左さん、岡田梓沙さん。

事務局の動き（2025年1月～2025年6月）

1月 12日 東京ミッドタウン日比谷で開催された「フードサルベージワークショップ」で講師を務めました。

1月 17日 こぶし保育園 （東京都板橋区）でバナナワークショップを開催しました。

1月 21日 パルシステム東京・小平委員会主催のカカオワークショップで講師を務めました。

1月 22日 世田谷区生涯大学・自主研究会講座で講師を務めました。

1月 25日 東武百貨店（東京都豊島区）主催の カカオワークショップで講師を務めました。

2月 2日 絵本『バナナのらんとごん』おひろめイベントを開催しました。

2月 4日 東京学芸大附属高校社会見学の校外学習を受け入れました。

2月 4日、
5日

絵本『バナナのらんとごん』の贈呈のために福島県内の12の保育園・幼稚園を訪問しました。

2月 8日 APLA理事会を開催しました。

2月 15日〜
21日

フィリピン・ネグロス出張、2月18日にはKF-RCの理事会に参加しました。

3月 4日 オンライン企画「「ガザ停戦」後に激化しているパレスチナ・西岸地区での暴力―現地NGOからの緊急報告」を
NPO法人アーユス仏教国際協力ネットワークと株式会社オルター・トレード・ジャパンと共催しました。

3月 10日〜
21日

筑波大学パプア研修（インドネシア・パプア）に同行しました。

3月 14日 生活クラブ長野上田支部主催のバナナのお話会 の講師を担当しました。

3月 22日 GOHOBIカフェと共催で「ぽこぽこバナナ祭り」を稲荷湯長屋（東京都北区）で開催しました。

3月 23日 まちの駅八王子CHITOSEYA 主催のイベントでパレスチナについてのお話を担当しました。

3月 28日 APLAも参加するパレスチナの和平を求めるアクション実行委員会」として、「ガザの恒久的停戦と、パレスチナ
の和平を求める」記者会見を実施しました。

4月 9日 APLAオープンテラス第1回（ゲスト：福武慎太郎さん）を開催しました。

4月 11日 ぽこぽこバナナカレー試食会を開催しました。

4月 12日 上智大学アジア文化研究所主催のセミナー「東ティモールにおける先進的取り組みから考える環境問題・気候
問題」に協力団体として参加しました。

4月 19日 理事会を開催しました。

4月 20日 アースデイ東京2025に出店しました。

4月 20日、
21日

アースデイ東京2025内で小中学生環境保護活動チームドリームビルダーズ主催のカカオWSの講師を務めまし
た。

4月 21日〜
24日

インドネシア（バリ、南スラウェシ） に出張しました。

4月
5月

25日〜
1日

東ティモールに出張しました。

5月 19日 佐渡総合高等学校でバナナワークショップの講師を務めました。

5月 23日 千葉商科大学で講義を担当しました。

5月 25日 北区立赤羽文化センター主催のチョコレートワークショップで講師を務めました。

5月 30日 「民衆交易品と「野の」の食材を知って・食べて・楽しむ会」第1回を開催しました。

6月 1日 APLA第18回総会・会員交流会を開催しました。

6月 7日 「新宿エコライフまつり〜ゼロカーボン新宿フェス2025〜」にPtoPカフェ車で出店しました。また絵本の読み
聞かせワークショップを担当しました。

6月 12日 BMW技術協会第14回定時総会に出席しました。

6月 13日 APLAオープンテラス第2回（ゲスト：鈴木隆史さん） を開催しました。

6月 27日 「民衆交易品と「野の」の食材を知って・食べて・楽しむ会」第2回目を開催しました。

6月 30日 福島の幼稚園を訪問しました。

【賛同署名】「ガザの恒久的停戦と、パレスチナの和平を求める」共同声明
APLAは「パレスチナの和平を求めるアクション実行委員会」のメンバーとして、ガザ地区の恒久的停戦
とパレスチナの和平を求める声明を2025年3月10日に発表し、賛同団体・個人を募りま
した。5月15日「ナクバの日」をもって賛同募集を締め切り、最終的に310団体、4445名
の方に賛同いただきました。詳細は以下のリンクをご確認ください。
https://www.apla.jp/archives/9440

　

事務局からお知らせ

の
鶏
を
洗
っ
て
捌
く
作
業
、
身
振
り

手
振
り
を
ま
じ
え
な
が
ら
教
え
手
伝

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
一
日
の
活
動
を

終
え
る
と
、
家
の
前
の
カ
リ
・
ビ
ル

で
水
浴
び
を
し
、
そ
の
日
の
振
り
返

り
を
す
る
、
そ
ん
な
毎
日
が
あ
っ
と

い
う
間
に
過
ぎ
ま
し
た
。

民
衆
交
易
の
現
場
で
の
学
び
、

国
境
や
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
見
学

　

ジ
ャ
ヤ
プ
ラ
で
は
カ
カ
オ
キ
タ
社

を
訪
問
し
ま
し
た
。
会
社
の
成
り
立

ち
や
生
産
者
と
消
費
者
が
カ
カ
オ
を

通
し
て
互
い
に
支
え
合
う
民
衆
交
易

事
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
の
話
を
聞

く
だ
け
で
な
く
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

製
造
場
所
を
見
学
し
、
併
設
の
カ
フ

ェ
で
の
職
場
体
験
も
。
日
本
で
の
ア

ル
バ
イ
ト
経
験
の
豊
富
だ
っ
た
学
生

の
み
な
さ
ん
は
、
ホ
ー
ル
で
キ
ッ
チ

ン
で
大
活
躍
！　

現
地
の
日
本
語
教

師
の
方
た
ち
の
訪
問
も
あ
り
、
カ
フ

ェ
は
大
賑
わ
い
で
し
た
が
、
学
生
の

皆
さ
ん
と
カ
フ
ェ
の
ス
タ
ッ
フ
と
で

力
を
合
わ
せ
て
注
文
を
さ
ば
き
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
リ
フ
ァ
さ
ん
は
「
日

本
と
パ
プ
ア
で
は
仕
事
の
や
り
方
も

違
う
だ
ろ
う
け
れ
ど
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
良
く
働
き
、
み
ん
な
や
る
気
い
っ

ぱ
い
で
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し

た
」
と
振
り
返
り
ま
し
た
。
第
１
回

目
の
海
外
研
修
の
参
加
者
で
、
現
地

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
チ
ェ
ン
ド
ラ
ワ

シ
大
学
に
留
学
中
の
高
羽
さ
ん
も
合

流
し
、
通
訳
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
を

使
っ
た
接
客
を
助
け
ま
し
た
。

　

異
文
化
に
身
を
置
き
、
出
会
い
交

流
を
す
る
な
か
で
、
自
分
に
と
っ
て

の
「
当
た
り
前
」
と
の
違
い
に
気
づ

い
た
と
い
う
話
を
学
生
の
み
な
さ
ん

か
ら
複
数
聞
き
ま
し
た
。
交
流
か
ら

得
ら
れ
る
学
び
の
力
を
信
じ
て
、
今

後
も
活
動
を
続
け
た
い
と
思
い
ま
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。
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APLAでは、会員（年会費5,000円）の他、サポーター制度を導入し、「マンスリーサポー
ター」と「APLAサポーター」を募集しています。詳しくはwebsiteをご覧ください。リ
ーフレットが必要な方には郵送いたします。

APLAの活動を応援してください。

APLA事務局にご連絡いただくか、下記のwebsiteからお申し込みください。
QRコードからもアクセスできます。
https://apla.secure.force.com/

問い合わせ・お申し込み

月々 500円からサポーターになって
APLAとつながる！
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〒169-0072　東京都新宿区大久保 2-4-15　サンライズ新宿 3F
〈tel.〉03-5273-8160　〈fax.〉03-5273-8667　〈e-mail〉info@apla.jp

〈URL〉https://www.apla.jp
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APLA 検索

撮影場所

ベトナム·ホーチミン
Ho Chi Minh City, Viet Nam

01	�������������統一会堂にて。戦車が正門に突入しサイゴンが陥落、
ベトナム戦争終結を記念する歴史的場所です。元日に
は、赤やピンクなどカラフルなアオザイに身を包んだ
たくさんの若い女性たちが、インスタ映えする写真を
撮影していました。

02	�������������メコン川支流の細い川を小さなボートで楽しみます。
観光業が水上生活者の人たちの生活の支えとなって
いるようでした。

03	�������������街中には、今どきのカフェもたくさんある一方、路上脇
にプラスチック製の椅子を置いてお茶を楽しむ人たち。

04	�������������2024のクリスマスシーズンでライトアップがきれいな
サイゴン大教会。青いLEDライトは「エコ・クリスマ
ス」のメッセージとのこと。教会は、現在修復作業中で
昼間は仮囲いに覆われていますが、夜はキレイな姿に
変身しました。

05	�������������今年はベトナム戦争終結から50年。ベトナム戦争証跡
博物館には、戦争当時、世界各国であった反戦運動が
紹介されているコーナーがあります。日本のべ兵連の
紹介も大きくされています。博物館に訪れている人が
ほとんど西洋人だったのが印象的でした。

01

03

0504

02

［撮影者］

吉澤真満子／よしざわ・まみこ
㈱オルター・トレード・ジャパン広報室


